
赤
松
電
気

　
赤
松
電
気
の
停
電
時
電
源
切

替
シ
ス
テ
ム
「
エ
レ
ク
ピ
ー

ス
」
は
、
災
害
な
ど
に
よ
る
停

電
時
に
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
や

イ
ン
バ
ー
タ
ー
発
電
機
、
電
気

自
動
車

Ｅ
Ｖ

、
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
車

Ｈ
Ｖ

、
プ
ラ
グ
イ

ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

Ｐ
Ｈ

Ｖ

な
ど
の
外
部
電
源
を
、
安

全
か
つ
簡
単
に
屋
内
で
使
え
る

シ
ス
テ
ム
。
家
庭
用
か
ら
避
難

所
な
ど
の
施
設
用
ま
で
幅
広
く

対
応
で
き
、
自
家
発
電
に
比
べ

導
入
費
用
も
格
段
に
安
い
。

　
同
シ
ス
テ
ム
は
ソ
ー
ラ
ー
シ

ス
テ
ム
や
発
電
機
な
ど
の
発
電

装
置
を
専
用
ケ
ー
ブ
ル
で
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
接
続

し
、
電
源
切
り
替
え
機
能
を
持

つ
分
電
盤
内
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を

手
動
で
外
部
電
源
用
に
切
り
替

え
る
だ
け
で
屋
内
に
電
力
を
供

給
す
る
仕
組
み
。
簡
単
な
操
作

性
か
ら
、
既
に
自
治
会
の
施
設

や
小
・
中
学
校
、
個
人
病
院
へ

の
設
置
な
ど
、
導
入
実
績
は
着

実
に
増
え
て
い
る
。

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク

　
無
停
電
電
源
装
置

Ｕ
Ｐ

Ｓ

は
電
力
障
害
の
際
に
Ｉ
Ｔ

機
器
に
電
力
を
供
給
し
、
安
全

に
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
さ
せ
、
デ

ー
タ
の
損
失
や
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス

ク
の
破
損
を
防
ぐ
機
器
で
あ

る
。
重
要
な
デ
ー
タ
を
守
る
た

め
に
、
企
業
の
事
業
継
続
に
は

欠
か
せ
な
い
。
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー

エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
は
コ
ン
シ
ュ

ー
マ
ー
用
か
ら
デ
ー
タ
セ
ン
タ

ー
用
ま
で
、
幅
広
い
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
を
取
り
そ
ろ
え
、
世
界
を

リ
ー
ド
し
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
同
社
の
Ｕ
Ｐ
Ｓ

「
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
―
Ｕ
Ｐ
Ｓ
」

は
、
サ
ー
バ
ー
、
ス
ト
レ
ー
ジ

外
部
記
憶
装
置

、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
器
を
保
護
す
る
Ｕ
Ｐ

Ｓ
と
し
て
、
世
界
で
２
０
０
０

万
台
を
超
え
る
導
入
実
績
を
持

つ
。
タ
ワ
ー
型
、
ラ
ッ
ク
マ
ウ

ン
ト
型
、
両
用
型
と
幅
広
い
モ

デ
ル
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
ハ
イ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
経
済
性
を

両
立
さ
せ
た
、
企
業
の
電
源
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
に
ふ
さ
わ
し
い
Ｕ

Ｐ
Ｓ
で
あ
る
。

瞬低・停電対策装置事業継続で重要性高まる
　
天
災
や
人
災
で
生
じ
る
瞬
時
電
圧
低
下

瞬
低

や
停
電
は
、
情
報
シ
ス
テ
ム
や

生
産
ラ
イ
ン
の
停
止
な
ど
企
業
活
動
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
瞬
低
や
停
電
の
発
生
を
皆

無
に
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
企
業
の
対
応
が
必
要
と
な
る
。
そ
う
し
た
中
、
瞬
低
や

短
時
間
の
停
電
に
対
応
す
る
無
停
電
電
源
装
置

Ｕ
Ｐ
Ｓ

や
、
停
電
時
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
に
な
る
自
家
発
電
設
備
、
瞬
低
と
停
電
向
け
に
使
え
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
硫
黄

Ｎ
Ａ
Ｓ

電
池
な
ど
の
瞬
低
・
停
電
対
策
装
置
が
あ
る
。
事
業
継
続
計
画

Ｂ
Ｃ

Ｐ

の
一
環
と
し
て
、
同
対
策
装
置
の
重
要
性
が
さ
ら
に
高
ま
り
そ
う
だ
。

サーバーシステムを守るＵＰＳ

東
京
都
北
区
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
導
入

さ
れ
た
フ
ラ
イ
ホ
イ
ー
ル
形
Ｕ
Ｐ
Ｓ

Ｎ

Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
提
供

Ｕ
Ｐ
Ｓ
年
成
長
率
４
．
２
％
予
測
有
事
の
際
の
電
力
確
保
を

有力企業の製品・技術〈順不同〉
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良
質
な
電
気
の
供
給

　
さ
ま
ざ
ま
な
機
器
に
囲
ま

れ
た
今
日
の
暮
ら
し
や
、
生

産
装
置
、
情
報
通
信
機
器
な

ど
を
活
用
し
た
経
済
活
動
に

は
、
電
気
が
欠
か
せ
な
い
。

Ｉ
Ｔ
化
が
進
展
し
、
良
質
で

信
頼
で
き
る
電
気
の
供
給
が

さ
ら
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
電
力
会
社
は
電
力
設
備
の

故
障
に
よ
る
停
電
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー

ル
や
送
配
電
ル
ー
ト
の
多
様

化
、
無
停
電
工
事
、
最
新
鋭

の
発
電
機
の
導
入
を
積
極
的

に
実
施
し
て
い
る
。

　
日
本
の
電
力
品
質
の
高
さ

を
示
す
指
標
と
し
て
、
需
要

家
１
軒
当
た
り
の
年
間
停
電

時
間
が
よ
く
使
わ
れ
、
日
本

は
欧
米
諸
国
と
比
べ
て
も
格

段
に
少
な
い
水
準
に
あ
る
。

　
停
電
に
は
作
業
停
電
と
事

故
停
電
が
あ
る
。
電
気
事
業

連
合
会
に
よ
る
と
、

電
力

会
社
を
対
象
と
し
た
、
日
本

の
需
要
家
１
軒
当
た
り
の
年

間
事
故
停
電
時
間
は
、
２
０

１
２
年
度
が

分
で
、

年

度
の

分
に
比
べ
て

・
７

％
減
っ
た
。
東
日
本
大
震
災

が
あ
っ
た

年
度
は
４
１
７

分
だ
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
の

３
年
間
を
み
る
と
、

年
度

が

分
、

年
度
が
６
分
、

年
度
が
９
分
と
、

分
前

後
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
需
要
家
１
軒
当
た
り
の
年

間
事
故
停
電
時
間
を
欧
米
と

比
べ
た
場
合
、
日
本
の
十
数

分
に
対
し
、
欧
米
は
数
十
分

か
ら
１
０
０
分
を
超
え
た
時

間
と
な
っ
て
い
る
。

　
瞬
低
は
落
雷
、
台
風
と
い

っ
た
自
然
災
害
や
、
樹
木
、

ク
レ
ー
ン
と
い
っ
た
物
体
の

接
触
な
ど
に
よ
っ
て
、
電
力

流
通
設
備
に
事
故
が
発
生
し

た
場
合
に
、
停
電
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
一
時
的
に
系
統

電
圧
が
低
下
す
る
現
象
を
い

う
。

　
瞬
停
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム

は
送
電
線
へ
の
落
雷
の
場

合
、
次
の
通
り
だ
。
雷
に
よ

っ
て
瞬
間
的
に
高
い
電
圧
が

発
生
し
て
送
電
線
と
鉄
塔
間

が
シ
ョ
ー
ト
。
こ
の
部
分
を

通
し
て
、
故
障
電
流
が
流
れ

る
。
多
大
な
故
障
電
流
が
流

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
電
圧
が

低
下
。
そ
し
て
工
場
な
ど
で

電
圧
低
下
の
影
響
が
発
生
す

る
。
保
護
リ
レ
ー
で
故
障
を

検
出
し
、
遮
断
器
を
開
い
て

故
障
区
間
を
切
り
離
す
。
電

圧
が
低
下
し
た
需
要
家
の
う

ち
、
切
り
離
さ
れ
た
需
要
家

は
停
電
す
る
。
切
り
離
し
に

関
係
し
な
い
需
要
家
は
受
電

電
圧
が
回
復
す
る
。
瞬
低
は

雷
に
よ
っ
て
瞬
間
的
に
高
い

電
圧
が
発
生
し
て
か
ら
故
障

を
切
り
離
す
ま
で
の
間

０

・

―
２
秒
間

継
続
す

る
。

　
こ
の
よ
う
に
瞬
低
は
故
障

を
切
り
離
す
ま
で
に
発
生
す

る
現
象
で
あ
り
、
電
力
流
通

設
備
側
の
対
策
で
は
完
全
に

瞬
低
の
発
生
を
防
止
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

　
瞬
低
の
発
生
は
そ
の
地
域

や
そ
の
年
の
気
候
な
ど
で
異

な
る
。
瞬
低
の
影
響
範
囲
は

広
域
に
わ
た
る
場
合
が
あ

る
。
一
般
的
な
家
庭
用
電
化

製
品
の
使
用
に
は
ほ
と
ん
ど

影
響
は
な
い
。
し
か
し
、
モ

ー
タ
ー
な
ど
の
動
力
設
備
や

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
機
器
な
ど

の
精
密
機
器
の
使
用
に
は
設

備
・
機
器
が
停
止
す
る
な
ど

影
響
が
出
る
こ
と
が
あ
る
。

　
北
陸
電
力
で
は
瞬
低
を
許

容
で
き
な
い
場
合
な
ど
、
極

め
て
高
い
電
力
品
質
が
必
要

な
需
要
家
に
対
し
て
、
雷
情

報
な
ど
を
活
用
し
て
操
業
形

態
を
変
更
し
た
り
、
需
要
家

自
ら
が
設
備
対
策
を
講
じ
た

り
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い

る
。電

圧
低
下
に
対
応

　
瞬
低
の
発
生
は
落
雷
な
ど

の
自
然
災
害
に
よ
る
も
の
だ

け
で
は
な
い
。
中
部
電
力
に

よ
る
と
、

年

月
８
日
５

時

分
ご
ろ
、
愛
知
県
の
西

部
、
三
重
県
の
北
部
、
岐
阜

県
の
西
部
を
中
心
に
、
供
給

電
力
の
電
圧
が
瞬
間
的

０

・

秒
程
度

に
低
下
し

た
。
原
因
は
三
重
県
四
日
市

市
の
中
部
電
力
四
日
市
火
力

発
電
所
構
内
に
あ
る
変
電
所

の
開
閉
設
備
で
不
具
合
が
発

生
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ

っ
た
。
東
芝
で
は
こ
の
瞬
低

ト
ラ
ブ
ル
に
よ
っ
て
、
四
日

市
市
内
に
あ
る
四
日
市
工
場

の
一
部
の
装
置
が
停
止
す
る

影
響
が
出
た
。
そ
こ
で
復
旧

作
業
を
行
い
、
２
日
後
の

日
の

時
時
点
で
ほ
ぼ
通
常

通
り
の
操
業
に
戻
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
東
京
電
力
に
よ
る
と
、

年
１
月

日

時

分
ご
ろ

に
福
島
県
の
田
村
市
と
川
内

村
に
ま
た
が
る
送
電
系
統
の

開
閉
所
「
南
い
わ
き
開
閉

所
」
に
お
け
る
開
閉
設
備
不

具
合
の
影
響
で
、
広
い
地
域

に
お
い
て
一
時
的
に
電
圧
が

低
下
す
る
事
象
が
発
生
し

た
。
こ
の
影
響
で
、
東
京
電

力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

で
は
、
代
表
的
な
主
要
設
備

で
あ
る
、
使
用
済
み
燃
料
プ

ー
ル
冷
却
系
や
窒
素
ガ
ス
封

入
設
備
、
汚
染
水
処
理
設
備

セ
シ
ウ
ム
吸
着
装
置

な

ど
の
設
備
が
停
止
し
た
。
事

象
発
生
か
ら
お
お
む
ね
３
時

間
で
全
て
の
主
要
設
備
に
つ

い
て
再
起
動
を
完
了
し
た
。

瞬
低
で
停
止
し
た
主
要
設
備

に
損
傷
な
ど
は
な
く
、
ま

た
、
速
や
か
に
再
起
動
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
停
止
し
た

設
備
は
復
旧
し
て
お
り
、
安

全
上
の
問
題
は
な
か
っ
た
と

い
う
。

　
瞬
低
対
策
装
置
は
瞬
低
対

策
を
メ
ー
ン
と
し
た
Ｕ
Ｐ
Ｓ

と
し
て
、
バ
ッ
テ
リ
ー
形
、

コ
ン
デ
ン
サ
ー
形
、
そ
し
て

回
転
体
の
慣
性
力
を
利
用
し

た
フ
ラ
イ
ホ
イ
ー
ル
形
な
ど

が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
付
加

機
能
の
一
部
に
瞬
低
対
策
が

可
能
な
装
置
と
し
て
、
燃
料

電
池
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度

二
次
電
池
な
ど
が
あ
る
。

Ｄ
Ｃ
向
け
が
拡
大

　
Ｕ
Ｐ
Ｓ
は
企
業
活
動
の
基

盤
と
な
る
サ
ー
バ
ー
シ
ス
テ

ム
を
電
源
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守

り
、
情
報
社
会
の
イ
ン
フ
ラ

を
電
源
か
ら
支
え
て
い
る
。

サ
ー
バ
ー
用
の
ほ
か
、
金
融

機
関
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ

ム
や
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

Ｄ

Ｃ

な
ど
の
大
規
模
な
シ
ス

テ
ム
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
規

模
の
シ
ス
テ
ム
に
対
応
し
て

い
る
。

　
Ｉ
Ｔ
専
門
調
査
会
社
の
Ｉ

Ｄ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン

東
京
都
千

代
田
区

は
国
内
で
の
相
次

ぐ
大
規
模
な
Ｄ
Ｃ
の
新
設
な

ど
を
背
景
に
、
新
設
Ｄ
Ｃ
向

け
の
Ｕ
Ｐ
Ｓ
市
場
は

年
が

前
年
比
４
・
４
％
増
の
２
３

７
億
３
０
０
０
万
円
に
な
っ

た
と
推
定
し
て
い
る
。

―

年
の
年
間
平
均
成
長
率
は

Ｕ
Ｐ
Ｓ
市
場
で
４
・
２
％
と

予
測
し
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ズ
は
東
京
都
北
区
で

年
４
月
に
提
供
を
開
始
し
た

大
規
模
Ｄ
Ｃ
「
東
京
第
６
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
」
に
、
フ
ラ

イ
ホ
ー
ル
形
Ｕ
Ｐ
Ｓ
を
導
入

し
て
い
る
。
非
常
用
発
電
機

と
Ｕ
Ｐ
Ｓ
が
一
体
化
し
た
先

進
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ

ム
で
、
停
電
時
で
も
無
給
油

で

時
間
以
上
の
電
力
供
給

が
行
え
る
仕
組
み
を
整
え
て

い
る
。
動
作
に
必
要
な
数
に

加
え
て
１
台
余
分
に
用
意
し

て
置
く
こ
と
で
、
故
障
に
よ

る
シ
ス
テ
ム
停
止
を
防
止
す

る
「
Ｎ
＋
１
冗
長
構
成
」
と

な
っ
て
い
る
。

　
具
体
的
な
仕
組
み
は
本
体

の
中
央
に
フ
ラ
イ
ホ
イ
ー
ル

と
呼
ば
れ
る
非
常
に
重
た
い

回
転
体
が
あ
り
、
こ
れ
を
常

に
回
し
続
け
る
。
商
用
電
源

か
ら
の
電
力
供
給
が
途
絶
え

た
場
合
に
は
、
フ
ラ
イ
ホ
イ

ー
ル
の
慣
性
力
で
無
瞬
断
で

発
電
を
継
続
し
、
直
後
に
デ

ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
を
起
動

さ
せ
て
発
電
を
継
続
す
る
。

　
無
停
電
で
電
力
供
給
を
可

能
に
す
る
フ
ラ
イ
ホ
ー
ル
形

Ｕ
Ｐ
Ｓ
を
使
う
こ
と
で
、
バ

ッ
テ
リ
ー
を
置
く
必
要
が
な

く
な
り
、
空
間
の
効
率
的
な

利
用
が
可
能
に
な
っ
た
。
バ

ッ
テ
リ
ー
廃
棄
が
不
要
で
あ

り
、
環
境
面
に
配
慮
し
た
形

だ
。

　
落
雷
な
ど
の
影
響
に
よ
っ

て
停
電
が
発
生
す
る
と
、
工

場
の
製
造
機
械
の
誤
作
動
や

停
止
の
原
因
と
な
り
、
大
き

な
損
害
を
生
じ
る
恐
れ
が
あ

る
。
そ
こ
で
電
気
二
重
層
キ

ャ
パ
シ
タ
ー
式
瞬
低
補
償
装

置
が
使
わ
れ
て
い
る
。
あ
ら

か
じ
め
設
定
し
て
い
た
電
圧

値
を
超
え
る
電
圧
低
下
が
起

き
た
瞬
間
に
装
置
が
作
動

し
、
負
荷
装
置
を
系
統
か
ら

切
り
離
し
、
キ
ャ
パ
シ
タ
ー

か
ら
の
放
電
に
切
り
替
え

る
。
切
り
替
え
速
度
は
０
・

０
０
２
秒
程
度
。

　
ま
た
、
蓄
電
部
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
密
度
の
高
い
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
キ
ャ
パ
シ
タ
ー
を
採

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

秒
程
度
の
停
電
ま
で
対
応
が

可
能
に
な
っ
た
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
キ
ャ
パ
シ
タ
ー
式
短
時

間
停
電
補
償
装
置
が
開
発
さ

れ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
電
池

を
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
活
用
し
た
い
と

い
う
需
要
家
が
増
え
て
い

る
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
電
池
の
大
容
量

電
力
を
生
か
し
、
停
電
発
生

時
に
は
非
常
電
源
に
も
な

る
。
雷
害
な
ど
に
よ
る
瞬
低

時
に
も
有
効
に
機
能
し
、
生

産
ラ
イ
ン
や
オ
フ
ィ
ス
を
確

実
に
守
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
有
事
の
際
に
電
力
を
確
保

す
る
こ
と
は
、
企
業
活
動
に

お
い
て
極
め
て
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
瞬
低
・
停
電
対
策

装
置
の
活
用
の
場
が
広
が
り

そ
う
だ
。


